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新型コロナウイルス「第７波」への対応について 

 日頃より、法人運営にご理解とご協力をいただきありがとうございます。 

 現在、新型コロナウイルス感染が第７波に突入し急拡大しています。法人の関係者でも同居家族が陽性者になったり、子どもが

通う保育園が休園になり急に休まざるを得なくなったり、毎日のように報告があり、その対応に日々追われているところです。 

第７波は感染者数が多いことから、スタッフの人員確保など事業継続できるかが大きな課題です。関係者の報告によると、同居

家族内に陽性者が確認されると、その３日後あたりから次の家族が何らかの症状を訴え、時間差で陽性になっていく傾向がみられ、

スタッフの現場復帰までに時間を要するのが現状です。 

このような中でも、７月２９日に厚労省は社会経済活動を維持しながら感染拡大に対応する方針を示しています。当法人につい

ても、この方針内容を参考に、安全委員会で協議し、下記の通りの対応とさせていただきます。ご理解とご協力をお願いします。 
 

１． 基本的な感染防止対策を再度徹底します 

・ 毎日の健康チェック、手洗い手指消毒、常時換気、エプロン・フェースシールド等の着用、３密を避ける活動など感染予防に

努めます。 

２． 濃厚接触となった場合の出勤について 
【スタッフの場合】  

・ 国の指針に基づき、３日目に抗原定量検査を実施し、陰性が確認されてから出勤するようにします。（下図を参照ください） 

【メンバーの場合】 

・ 同居家族の陽性者と最終接触日を０日として５日間は自宅待機となります。６日目から出勤することができます。 

３． スタッフは、８～９月まで毎週ＰＣＲスクリーニング検査を受けます 

４． 急な休所や活動縮小など変更する場合があります 

・ 現在、急なスタッフの休みが多くなっています。今後、日中活動の人員確保が難しくなった場合、急な休所や活動縮小など変

更をお願いする場合がありますので、ご理解とご協力をお願いします。 

５． 公共交通機関の利用は継続します 

・ 現在、公共交通機関のバス利用については、バス自体の換気対策ができていること、感染ルートとして公共交通機関は問題に

なっておらず、バス利用者数も比較的空いている状態であること、久留米市内の医療機関スタッフも制限なく利用している状

況であるため利用を継続します。ただし、マスク着用や手指消毒ができる方に限定しています。 

６． ご本人、同居家族の体調に少しでも異変があった場合、ご利用をお控えください 

・ ご本人はもちろん、同居家族に発熱・体調不良がある場合、速やかに事務所へご連絡いただくとともに、陰性が確認されるま

ではご利用をお控えいただきますようお願いします。 

・ 現在、感染者数が多いため保健所はひっ迫しており、電話してもつながらない、陽性になっても連絡があるまで数日かかって

いるのが現状です。体調が悪い場合は、平日のうちに直接かかりつけ医に相談されることをお勧めします。 

 

《厚労省：７月２２日に濃厚接触者の待機期間の見直しがありました》
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【メンバーの場合】 

出会いの場ポレポレ、夢工房では、希望する

メンバーに対して、各施設でワクチン接種を

実施します。 

○ 出会いの場ポレポレは、淡河医院の協力

のもと 8 月 20 日(土)・27 日(土)に分け

て実施。なお、グループホーム利用者は、

昼食までホームで過ごし、ポレポレに移

動して接種後 13:30 頃にお迎えで帰宅。 

○ 夢工房は、8 月末に野伏間クリニックの

協力のもと実施。 

【スタッフの場合】 

65 歳未満でも、医療・介護従事者は、集団

接種会場で優先接種が可能になりました。希

望するスタッフは各自で予約して実施。 

４回目のワクチン接種します 


